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深部体温計の構成
サーモパイルと補償温度用のサーミスタが入った、石塚電子製のサーモパ

イル素子をＭＣＰ3421のシグマデルタ型のＡＤ変換機でダイレクトにデジ
タル化し、Ｉ2ＣでＣＰＵに入力し、データをＥＥＰＲＯＭに記録する。Ｍ
ＣＰ3421は１８ビットでそれだけで15μＶの分解能があり、８倍のアン
プで2μＶまで分解能があげられる。スピードの遅い、熱電対や歪ゲージ等
はＯＰアンプなしでダイレクトに接続できる便利なＡＤである。

ＲＴＣの割り込みで駆動し、それ以外の時間はSleepコントロールしてい
るのと電池をＤＣ/ＤＣで3.3Ｖに昇圧しているので12ｍｍ径のＣＲ1220
でも２,３日は電池が持つ。

■深部体温とは体の中枢の温度の事で、ヒトは脳の温度を維持するため、
高度な温度制御システムで維持されている。体内深部の温度の変化は重要
な指標で、特にスポーツでの熱中症の予防、不眠症の治療での一日の体温
のリズムや、低体温症での体内の免疫力の状態等、応用範囲は広い。

しかしながら、深部体温は、従来は肛門に熱電対を入れるなど、精神的
苦痛があり、簡単には測定できなかった。そこで放射温度センサーを使っ
た、耳で深部体温を測定できる温度計を製作した。

鼓膜温は視床下部の体温中枢の近辺の温度を測定するため、レスポンス
が早く、より深部体温に近い。

従来の直腸温と鼓膜温の比較

深部体温計基板

深部体温計につけたＩ2Ｃ液晶画面

液晶をつけると、自分で深部体温をモニターできる。
自分の体温をダレクトにリアルタイムで見る事ができる体温計は不思議と

世の中にはない。
上は日時、下は左が記録回数、右が深部体温である。

ＤＣ/ＤＣ

ＣＲ1220電池



クロックセット
内部時計を合わせます。

グラフは当初は室温を表示しており、外耳道に挿入すると、当初零接点温度測定用サーミスタの温度が低いので急激に温度が上がり
ます。そのうち、サーミスタが外耳道の温度になるにつれて、深部体温が定常状態に近くなります。

グラフ上をポイントすると、ポイント点の時間と深部体温が表示されます。

耳に挿入 定常状態

ストップレコード
記録を終了します。

ダウンロードを開始します。
自動的に日付からファイル名がついたCSVファイ
ルがプログラムと同じホルダーにできます。

スタートレコード
記録を開始します。このボタンを押すと過去の

データはリセットされます。

予約スタート
日,時間,分を指定し、時間開始予約を設定します。予約中
はLEDが点滅します。過去の時間の予約はできません。

記録間隔を設定します。

表示幅
グラフの表示幅を指定します。

USBのポート番号の設定。

USBで接続している現在のデータをダウンロードフ
ァイルとは別のCSVファイルに記録します。

スケール変更 耳から外す

オフセット設定
オフセットは内部で計算する数値で、キャリレーション時に調整します。深部体温の絶対的な値は鼓膜に温度センサーを直接つけ

るしかなく、これは外科的な手術が必要です。人により、外耳道の形や体質で同じ深部体温でも違いがあります。一般的に脇下で測
定する皮膚温のプラス1℃が深部体温と言われています。まず、皮膚温を測り、深部体温がその値をプラス1した値になるようにオ
フセット値を調整してください。皮膚温は周囲環境温度により大きく変化しますので、室温環境で測定してください。

WINDOWSアプリケーションの画面
ＵＳＢで接続し、温度のモニターやデータのダウンロード等ができる。



ストロベリーリナックスで販売している16文字液晶ライブラリー
この液晶はわずか4本で、3Ｖで駆動できるので便利な液晶であるが、サンプルソースがAVRしかなく、マニュアルもわ

かりづらい。そこで、PICで動作するライブラリーを作った。CCSのコンパイラで作成した後閑さんの液晶表示器制御ラ
イブラリーコンパチである。

コントラストを調整する場合はＩ2Ｃでコントラストレジスターに書き込む。

ＣＣＳによる液晶表示ライブラリーソース


